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委員会の審査から
総 務 常 任 委 員 会

文教・建設常任委員会

健康福祉常任委員会

市民生活常任委員会

こんな質問がありました。
議案や決算、請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、９月２６日の本会議で各委員長から報告がありました。下記はその概要です。

政
策
秘
書
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
消
防
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部
・

福
祉
事
務
所
・
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

上
下
水
道
部

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

総
　
務

健
康
福
祉

市
民
生
活

文
教
・
建
設

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
上

限
に
対
す
る
考
え
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

い
く
ら
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
公
共

施
設
の
改
修
等
を
踏
ま
え
、
他

の
基
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

積
み
立
て
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

執
行
部
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
必
要
性

は
実
感
し
て
お
り
、
今
後
、
議

会
と
の
連
携
も
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

市
長
選
挙
に
お
け
る
18
歳
、

19
歳
の
投
票
率
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

18
歳
が
34
・
76
％
、
19
歳
が

25
・
09
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
駅
頭

啓
発
に
戸
田
翔
陽
高
校
の
生
徒
に
も

参
加
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
ｔ
ｏ
ｃ

ｏ
ぷ
り
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
期
日

前
投
票
所
な
ど
の
案
内
等
を
行
っ
て

い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

女
性
の
救
急
救
命
士
の
配
置

に
向
け
た
考
え
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

救
急
現
場
で
は
女
性
の
視
点
に

よ
る
対
応
も
重
要
で
あ
り
、
今

後
、
各
救
急
隊
へ
の
配
置
に
向

け
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ま
ち
づ
く
り
土
地
開
発
基
金
の

今
後
の
あ
り
方
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

土
地
開
発
公
社
の
債
務
保
証
残

高
は
減
少
し
て
い
る
が
、
土
地

開
発
公
社
の
役
目
が
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
土
地
の
先

行
取
得
に
同
基
金
を
有
効
活
用
し
て

い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

今
後
の
見
通
し
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

る
が
、
現
在
、
デ
ザ
イ
ン
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
で
き
て
い

な
い
状
況
。
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

り
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

美
女
木
向
田
地
区
の
都
市
計

画
事
業
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

区
画
整
理
で
は
な
く
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
形
の
計
画

を
考
え
て
い
る
。
区
画
整
理

の
見
直
し
は
、
一
方
的
に
廃
止
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
意
見
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の

認
知
件
数
の
増
加
理
由
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
や
押
し
た

こ
と
な
ど
、
い
じ
め
の
初
期

段
階
の
認
知
に
伴
い
増
加
し

た
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

小
学
校
専
任
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
導
入
の
効
果
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

こ
れ
ま
で
教
育
セ
ン
タ
ー
の

み
で
行
っ
て
い
た
専
門
家
に

よ
る
相
談
を
小
学
校
で
も
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
が
相
談

し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
教
職
員

が
専
門
的
な
意
見
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
改

正
後
の
自
立
支
援
事
業
の
取

り
組
み
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
居
確

保
給
付
金
、
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

就
労
準
備
支
援
事
業
、
家
計
改
善
支

援
事
業
は
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

法
改
正
に
よ
り
、
任
意
事
業
の
実
施

が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

敬
老
の
つ
ど
い
は
、
平
成
29

年
度
に
開
催
手
法
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
参
加

者
数
の
減
少
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
開
催
手
法
を
再
検
討
し
て
ほ

し
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

変
更
後
の
手
法
で
、
お
お
む
ね

３
年
間
は
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
開
催
手
法
を
見
直

し
た
平
成
29
年
度
以
降
の
敬
老
の
つ

ど
い
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

小
規
模
保
育
園
を
卒
園
す
る

２
歳
児
の
、
３
歳
児
以
降
の

保
育
園
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

選
考
時
の
加
点
に
よ
り
、
希
望

す
る
保
育
園
へ
の
入
園
を
、
後

押
し
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

女
性
再
就
職
応
援
事
業
の
実

施
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

平
成
28
年
度
か
ら
進
め
て
い
た

女
性
の
再
就
職
に
係
る
企
業
誘

致
の
結
果
、
平
成
29
年
10
月
に

「
マ
マ
ス
ク
エ
ア
北
戸
田
店
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
の
従
業

員
の
う
ち
半
数
が
戸
田
市
在
住
の
女

性
で
あ
り
、
今
後
も
従
業
員
の
半
数

程
度
は
戸
田
市
民
を
雇
用
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

本
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

年
５
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
適
切
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
第

２
競
技
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
体
操

器
具
は
指
定
管
理
者
の
実
施
事
業
で

使
用
し
て
お
り
、
市
の
備
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
原
状
回
復
義
務
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

自
転
車
駐
車
場
の
赤
字
が
平

成
28
年
度
と
比
較
し
て
大
き

く
改
善
さ
れ
た
要
因
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

一
時
利
用
に
よ
る
収
入
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
平
成
28
年

度
は
駐
車
場
の
ゲ
ー
ト
設
置

費
用
な
ど
の
初
期
導
入
費
が
必
要
で

あ
っ
た
が
、
平
成
29
年
度
以
降
は
不

要
と
な
り
、
収
支
状
況
が
大
き
く
改

善
し
た
。

▲戸田翔陽高校の生徒も参加した
　駅頭啓発の様子

▲スクールカウンセラー相談風景

▲敬老のつどい（ＴＯＤＡ元気体操）

▲自動ゲートが設置された戸田公園北自転車駐車場
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